








EDITOR'S NOTE

－株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ 長瀬みなみ、河村由実子、後町陽子、嵯峨京子

SIIFが目指すのは、人や地域がそれぞれの幸せを叶えられる包摂的な社会です。SIIFは財団という立場から、社会課題の解決と、
多様な価値創造が自律的・持続的に起こる社会の礎の構築に尽力しています。

具体的には、市場経済を中心とした「自助」。中央集権的な再分配システムに基づく「公助」。そして、身近な助け合いの形である「共
助や互助」。これら自助・公助・共助の枠組みを超えた資金・人材・知見など社会的・経済的資源が循環するエコシステムを
実現するため、企業、自治体、NPO団体、教育研究機関などともに数々の計画立案、実行、支援を実施しています。
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早いもので本インパクトレポートの発刊が5回目を迎え、当
ファンド運営もいよいよ後半戦となりました。

2022年のハイライトとしては、9月にノックオンザドア株式会社
がレスポンシブルイグジットを果たしました。また、12月にはアイ
リス株式会社のインフルエンザ検査用カメラ「nodoca」が保
険収載され、臨床現場で医師が使用できる身近なAI医療機器
として医療現場で活用されています。

これらの成果は株式会社Rehab for JAPANのロジックモデ
ルの変遷に代表されるように、これまで投資先企業の皆様が、
事業を成長させるとともに自社の創出するアウトカムと真摯に向き合い、改善を重ねてきた結果によるものだと思います。

このように１年に１度、インパクトレポート制作を通して社会的インパクトの観点から振り返ることで、我々CMVにとりましても、
投資先の社会的インパクトの最大化に努めていくことに対する決意を新たにする機会となっています。本レポート制作にあた
り、社会変革推進財団（SIIF）関係者様、投資先企業の皆様、神奈川県庁関係者様をはじめ関係各位の多大なご協力を賜り
ましたことを、厚く御礼申し上げます。

制作協力 一般財団法人 社会変革推進財団（SIIF:Japan Social Innovation & Investment Foundation）
東京都港区赤坂1丁目11番28号 6階 https://www.siif.or.jp

本レポートは、日本財団の助成を受けて制作しています。

出版元 株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ（CMV:Capital Medica Ventures）
東京都千代田区霞が関3-2-5  霞が関ビルディング19階　https:// capitalmedicaventures.com
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